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ジェンダー平等にむけてジェンダー平等にむけて
選択的夫婦別姓裁判

　昨年１年間に生れた子どもの数は、約103万7000人で過去最低。また、結婚数も約67万組で戦後２番目の
低さです。第一子の平均出産年齢が30.3歳で過去最高です。今の不安定雇用と低賃金、長時間労働では、結
婚・子育ての夢はかないません。人間らしい働き方が保障される社会の実現が急務です。

今月のキーワード今月のキーワード
103万7000人

　「夫婦は結婚の際に夫か妻の姓を名乗る」とした民法750条の規定が、個人の尊厳や両性の平等を保障し
た憲法の規定に違反すると、事実婚や婚姻届を提出後も旧姓を使っている夫婦ら５人が訴えていた裁判。判
決は「平等の原則を立法上の指針として示したもので、個々の国民に夫婦別姓を保障したものではない」と
納得できないものです。
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　７月26日、 思想調査裁判の提訴
（2012年７月30日）から１年目の節と
して、この間の支援に感謝し、さらに
たたかう決意を固める「激励と感謝の
つどい」が大阪グリーン会館で開催さ
れました。

　大阪市思想調査裁判支援の創作劇「スタ
ンダップ」が６月22日に大阪市内で上演さ
れ、昼夜の２公演に850人が観劇しました。
原告も出演した１時間40分の熱演・好演に
「アンケートの不当さ、理不尽さがよくわ
かった」と大きな拍手が寄せられました。

　大阪労連・大阪争議団共闘・国民救
援会・新婦人など多くの支援団体や原
告団、思想調査裁判と組合事務所裁判
の２つの弁護団、自治労連単組などか
ら130人が参加しました。

筋を通してたたかう市労組に
全国からカンパや賛同署名が

　毎回の裁判で法廷外の廊下に多くの
傍聴希望者があふれていること、組合
事務所を明け渡さず筋を通してたたか
ってきたことなどが、関係者にたたか
いの勝利への確信を与えていることが
報告されました。
　全国からも続々と賛同署名やカンパ
が寄せられ、原告団から毎月の区役所
宣伝や裁判傍聴などの支援に対して、
感謝と決意が述べられました。
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裁判勝利へ大きなステップ裁判勝利へ大きなステップ

団結権の侵害は
許さない！

こころひとつに
 裁判勝利へダッシュ！

　千代松市長就任から２年間、20％の賃
金カット強行をはじめ、交渉拒否で一方
的に労働条件改悪を乱暴に進める市政に
対し、泉佐野市職労は５月31日、度重な
る不当労働行為の救済を求めて大阪府労
働委員会に申立てを行いました。

　５月18日には「泉佐野市政をよくする
市民連絡会」が結成され、６月24日の市
職労決起集会には180人が参加。その半
数以上が市民団体の仲間でした。住民が
主人公、働きがいある泉佐野市をめざし
てたたかいが始まっています。

泉佐野市職労が府労委に申立て

「明るく働きやすい職場を取りもどそう」－市職労支援学習決起集会（６月24日）
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改憲手続き法
改定案

集団的自衛権
行使容認

安全保障
基本法案憲　法

14年春年末

８％増税判断 大企業に
設備投資減税 ８％増税実施消費税

政労使会議 限定正社員、派遣法や
裁量労働見直し議論、法案提出雇　用

12基の再稼働申請審査 再稼働開始原　発

憲法９条を変えることには

反対 52％ 賛成 39％

反対 52％ 賛成 33％

原発再稼働に積極的な自民党の姿勢には

結びつかない 41％ 結びつく 35％

「アベノミクス」は賃金・雇用の増加に
結びつくと思うか　　　　　　　　　

反対 58％ 賛成 30％

⎧　　　　　　　　　　　　⎫
⎩　　　　　　　　　　　   ⎭

消費税を来年４月から８％に、再来年10月
から10％に引き上げることについては　　

「憲法９条」については「朝日新聞」2013年
５月２日付、その他は2013年７月24日付より


